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会 議 録 

会議の名称 第２回埼玉中部環境保全組合新たなごみ処理施設等地元協議会 

開催日時 令和５年９月１６日（土）１８時００分 ～ １９時１０分 

開催場所 鴻巣市笠原公民館 講座室Ａ・Ｂ 

委員出席者 ２３名 

委員欠席者 ４名 

組合出席者 
藤倉事務局長、田村建設推進課長、池上副参事、西村課長補佐兼

係長、原田主幹、飯塚主査 

会議内容 

 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）令和５年度地元協議会の協議進行について 

（２）環境保全対策について 

（３）エネルギー利用について 

４ その他 

５ 閉会 

 

会議資料 

 

資料１ 令和５年度地元協議会の協議進行について 

資料２ 環境保全対策について 

資料３ エネルギー利用について 
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発言者 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

〈宮永会長からあいさつ〉 

 

３ 議題 

（１）令和５年度地元協議会の協議進行について 

〈事務局より説明〉 

〈質疑〉 

 

 議題（１）令和５年度地元協議会の協議進行について、ご意見

ご質問等がありましたらお願いします。 

 

 周辺整備についてになるが、土盛りをして高くなると、鴻巣カ

ントリーとごみ処理場の間が狭くなる。そのため、安養寺地区に

大雨が降ると、水が流れなくなってしまうので、そこに排水路を

新設してほしい。 

 

 周辺整備に関する貴重なご意見として伺います。いずれ、周辺

整備の協議をさせていただきますので、記録に留めておき、改め

て協議をお願いしたいと考えています。 

 

 今のお話ですが、皆さん、地図がないとどこのことか分からな

いと思いますので、次回、事務局の方で地図等を作成し、添付し

ていただければと思います。 

 

 ほかに質疑等ございますか。 

 

 ほかにないようですので、今後、協議会は、議題（１）令和５

年度地元協議会の協議進行については、説明にあったとおり進め

てまいります。 
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議 長 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

事務局 

 

 

Ｄ委員 

（２）環境保全対策について 

〈事務局より説明〉 

〈質疑〉 

 

 議題（２）環境保全対策について、ご意見ご質問等がありまし

たらお願いします。 

 

 数字を聞くと、最終的には他の施設よりも厳しい数値になると

思うが、施設からの排水を野通川や元荒川に流すとなれば、下流

に住む人たちとって大きな問題になるのではないか。 

また、ごみ搬入車両の騒音や排ガスの問題、交通量対策等につ

いても併せて検討していただきたい。 

 

 １点目の排水に関しましては、まだごみ処理の方式が決定して

おりません。排水するのかしないのかなど、明確になりましたら

改めてご説明いたします。なお、当該基準値は、法令で定められ

たもので、たとえ排水したとしても、環境に影響を及ぼすもので

はないとの認識です。 

 ２点目のごみ搬入車両についてですが、今後、実施を予定する

生活環境影響調査の中で、予測・分析を行い、対策を講じる予定

ですので、改めて説明してまいります。 

 

 資料の６ページ、硫黄酸化物の法令等基準値と各施設の自主基

準値があまりにかけ離れている理由を教えていただきたい。 

 

 法令等基準値が甘いということは決してありませんが、過去、

工場等から発生する排ガス等により健康被害が発生したことな

どから、生活環境保全を考慮し、自主基準値も技術の向上に伴い、

数値的に厳しくなった経緯があります。 

 

 資料の９ページ、悪臭のところで、臭気指数の基準値が１５と

いうのは、今の環境と比べて、どう違うのか。 

 

 現状の数値については、生活環境影響調査をこれから実施し、

調査してまいります。 

 

 他のごみ処理施設で悪臭が発生した事例等はあるのか。 
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事務局 

 

 

 

Ｅ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

Ｅ委員 

 

事務局 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

議 長 

 

 

 

 今の埼玉中部環境センターにおいては、夏場、ピット付近では

臭いを感じることはありますが、その臭いが周辺に広がり苦情に

なったという事例は、近年ありません。 

 

 資料の６ページ、他施設との比較表の中に、現在の中部環境セ

ンターの数値も入れて比較してほしい。 

 

 中部環境センターは、稼働から４０年経過していますので、新

設の施設よりは緩い当時の基準値になっておりますが、定期的に

検査し、適切に維持管理できております。次回、現在の数値が分

かる資料をお持ちいたします。 

 

 ごみ処理施設は２４時間体制で稼働するのか。 

 

 可燃ごみ処理施設については、２４時間稼働を想定していま

す。 

 

 今年３月、とあるごみ処理場のダイオキシン類濃度が異常値を

示したため、運転を停止し、他の焼却施設等で受け入れてもらっ

たとの報道があった。そこで質問ですが、ダイオキシン類の濃度

は、常時、デジタルなどで表示されるのか。それとも定期的に調

査するのか。 

 また、新たな施設について、万が一の事故等に備え、どこかと

協定等を結ぶのかお聞きします。 

 

 まず、ダイオキシン類の測定については、ダイオキシン類はた

いへん微量なため、排ガスを一定時間吸引し、十分に捕集した後、

分析機関で分析しますので、常時、数値を表示するものではあり

ません。 

 

 ２点目の質問ですが、埼玉県では廃棄物行政を中心に組織され

た団体があり、その中で協定を結んでいます。 

 

 ほかに質疑等ございますか。 

 

 ほかにないようですので、議題（２）環境保全対策については、
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Ｇ委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

案のとおり進めるということでよろしいでしょうか。 

 

 それでは、議題（２）は案のとおりといたします。 

 

（３）エネルギー利用について 

〈事務局より説明〉 

〈質疑なし〉 

 

４ その他 

〈全体について質疑〉 

 

 過日、笠原土地改良区の理事会の中で、新たなごみ処理施設に

ついての議題がありました。建設予定地が低地であることから、

大雨による雨水の滞留を心配する声があり、現在、これに関する

要望を取りまとめ、今月中に組合に提出したいと考えています。 

 

他にご質問等が無いようですので、事務局から２点報告させて

いただきます。 

１点目といたしまして、次回の第３回地元協議会は、１１月 

１６日（木）午後６時から笠原公民館で行います。 

２点目は住民説明会について、９月下旬から鴻巣市、北本市、

吉見町の各会場及び笠原公民館で開催させていただきます。内容

は、これまで取り組んできた事業の概要、現在、建設検討委員会

でも検討中の基本計画策定等のスケジュール等について説明い

たします。この笠原公民館を会場にしての説明会は９月３０日

（土）の１０時を予定しておりますので、皆さま方には、ぜひと

もご参加をいただければ幸いです。 

 

以上２点を含め、全体を通してご質問はございますか。 

 

 ないようですので、閉会へ移らせていただきます。 

 

５ 閉会 

〈松本副会長から閉会のあいさつ〉 

 
 


